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１．はじめに

新規商品，既存商品の高付加価値化を目指して開発競

争が繰り広げられているが，付加価値の高い工業製品を

生産するために，生産・加工プロセスの中で必要な事項

としては，

①新機能，独自性，希少性など，企画段階にかかわるも

の

②高性能，使いやすさ，軽薄短小化など，設計工程にか

かわるもの

③精度，高度な加工など，加工工程にかかわるもの

④安定した品質を保証する検査工程にかかわるもの

⑤納期，アフターサービスなど，顧客サービス体制にか

かわるもの

などに分類して考えることができる．

さらに，わが国では世界市場の中で日本製品の高い評

価を定着させた重要な技術として，高品質と効率的生産

を同時に実現した「日本的管理技術」が挙げられる．

米国は，日本の優れた管理技術と自国の高度な情報化

技術を組み合わせ，徹底的によけいな手間を省くことで

工業生産の高品質化を達成し，世界市場への復権を果た

したといわれているが，戦略的に情報化を進めてきた欧

米に比べ，わが国では管理技術の高度化に不可欠な「情

報化某盤の構築」の遅れが指摘されている．

ここでは情報化の現状について述べた後，企業におけ

る実施具体例を交えながら，高付加価値生産を達成する

ための情報化基盤の構築手法について述べる．

2．情報化の現状

☆シ ステム技術部情報処理グループ

中小企業における情報化はパソコンを軸に進展してお

り，企業におけるパソコン導入率は８０％を越えるもの

と推測される．経営者自身も含め，業務に表計算やワー

プロソフトを活用できる人材（エンドユーザ）が増えつ

つあり，ネットワークなど，より高度な情報化を求める

要望も多い．厳しい経営環境の中にあって，国内産業界

における情報化は，まだら模様ではあるが着実に進展

し，中小企業も企業情報化に真剣に取り組まざるを得な

い状況になりつつある．

それはコンピュータが専門家の使う縁遠い存在から，

パソコンの登場や標準化による互換性の高まりにより，

身近な存在に変わったことで，より加速されている．企

業内には表計算ソフトなどを使って集計やグラフ化など

を自在にできる社員が増えており，これらの社員は必要

な情報さえ用意してあれば，自分たちで自主的に加工し

て，業務の効率的な遂行を可能にしてしまう．そのた

め，大企業では，情報システム部門が特殊なシステム管

理の専門家ではなく，全社員が利用しやすいように情報

を管理し運営するための部門に変貌しつつある．

また従来，日本の大企業では経営者や中間管理者はあ

まりパソコンを使わず，一般社員が日常業務に使うとい

う特徴があったが，情報システムの目的が受注や売上な

どの基幹情報だけではなく，電子メールや電子掲示板な

どを使ったビジネスプロセスの高速化に移ってきたこと

で，経営管理職にもコンピュータネットワークを利用す

る人が増えてきた．さらにインターネットの急速な普及

がこれらの動きに弾みをつけている．

中小企業が情報化に取り組む際には，まず経営者・経

営陣がその重要性を認識し，陣頭指揮に立つ必要がある

が，幸いなことに，従来大企業よりも低いと見られてい

た社員たちの情報化意識も高まってきている．情報化意

識を調査するために，われわれが実施した府下企業２社
















